
ナマ中村見てきました。 

先日兵庫県救急医療フォーラムで中村仁一先生の講演を聞く機会がありました。開口一番「私は毒舌と言わ

れていますが本日は医師会主催ということで毒は少し抜いておきます」とおっしゃって会場からは軽い笑いが

ありました。中村先生は特別養護老人ホーム（特養）で多くの自然看取り（医療をしない終末期の看取り）に

関わりそれを推進している医師です。と言って流行りの医療否定論者ではありません。彼の意見の本質は至っ

てシンプルです。例えば、「医療とは不確実なものである。老いとは誰にでもやってくるもので医療では解決で

きないものである。生と死は切っても切り離せないものである。生きているうちにもっと死を意識し我が事と

して覚悟すべきである。」などなど、納得できる意見ばかりです。彼が問題視していることは日本の現社会では

これらのことがなかなか受け入れられないことです。その根本には社会通念として出来上がった生き死に関し

ての医療中心主義（医者のおごり）、受ける側の盲目的な医療崇拝とヒステリックなほどの権利主張にあります。

結果、医療を提供する側も提供される側も混乱し損をしている。この問題には日本人の宗教観、皆保険の功罪、

個人の想い、家族関係、無知からくる漠然とした不安や偏見、などが入り組んでおり一筋縄では解決できませ

ん。話題にするだけで気分を害す人もいるのです。しかしあえて意見し行動しなければいけない…そこが彼の

言うところの毒なのでしょう。 

「（家族に自然死の看取り関して）何度も説明するしかない。折にふれて何度も何度も。それでもわかっても

らえないときは仕方がない。納得していただいてもいよいよ最後の時に気が変わる家族もいます。それも仕方

ない。とにかくお話し説明するしかない。」そうおっしゃった先生の言葉が印象的でした。 
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津本先生のひとりごと  第 52回 

http://www.chuoukai.or.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

    1 

ﾏｯｻｰｼ 

2 3 

4 5 

盆踊り 4Ｆ 

6 

ﾏｯｻｰｼ 

7 

音楽療法 

ﾏｯｻｰｼ 

8 

ﾏｯｻｰｼ 

9 10 

11 

喫茶ｳｨｰｸ 

～24日まで 

12 

盆踊り 3Ｆ 

ﾌﾗﾜｰｾﾗﾋﾟｰ 

13 

ﾏｯｻｰｼ 

14 

音楽療法 

ﾏｯｻｰｼ 

15 

ﾏｯｻｰｼ 

16 17 

 

18 19 

盆踊り 4Ｆ 

20 

お話会クララ 1Ｆ 

ﾏｯｻｰｼ 

21 

ﾏｯｻｰｼ 

22 

ﾏｯｻｰｼ 

23 24 

25 26 

盆踊り 4Ｆ 

27 

ﾏｯｻｰｼ 

28 

音楽療法 

ﾏｯｻｰｼ 

29 

ﾏｯｻｰｼ 

30 31 

 

 

※都合により、日時が変更になる場合があります 

お花見日和でした☆ 

お花見弁当、美味しかったです(^O^) 


